
徳島県学力ステップアップテストを
活用した学習指導について（数学）

令和５年度
学力向上推進員研修会【中学校部会】

R5年度 徳島県学力ステップアップテスト 結果

【中学校１年】

全体正答率 数と式 図　形 関　数 データ
の活用

54.7 50.4 43.7 53.9 71.7
(5.2) (6.4) (4.4) (7.4) (2.3)

【中学校２年】

全体正答率 数と式 図　形 関　数 データ
の活用

45.7 57.8 36.0 47.0 42.2
(11.4) (8.7) (13.6) (11.7) (11.7)

平均正答率・領域別正答率（％）

平均正答率・領域別正答率（％）

※（ ）内は無解答率



【中学１年】 全体正答率 【中学２年】 全体正答率
R5年 54.7 R5年 45.7

ステップ【中１】 (5.2) ステップ【中２】 (11.4)
R4年 62.0 R4年 63.5

全国学力【小６】 (3.2) ステップ【中１】 (4.3)
R3年 47.8 R3年 70.0

ステップ【小５】 (6.7) 全国学力【小６】 (2.7)
R2年 R2年

ステップ【小４】 ステップ【小５】
H31年 68.2

ステップ【小４】 (4.0)

R5年度 徳島県学力ステップアップテスト 結果

平均正答率（％）の推移【中学校数学】

※（ ）内は無解答率



分析（１年：設問別正答率）

数と式

データの活用
関数
図形

データの活用
71.7％

分析（１年：知識・技能に対する正答率）

割合を活用したり、縮図で比を活用したりする問題の解決には課題
が見られる

各領域とも、覚えていれば解ける問題の正答率は、高い傾向にある
→正答していない生徒の実態を把握し、個別指導や学び直しを行い、
どう変わったかを検証し、次の指導につなげることを繰り返す



中１：大問１

〇中学校３年生で学習する
相似で学び直しの機会を
十分に設けることが必要

正答率
50.1

正答率
10.8

正答率
24.9

〇割合の概念は、全領域で
必要になるので、その都度
学び直しの機会を設けるこ
とが必要

分析（１年：思考・判断・表現に対する正答率・無解答率）

ともに説明する問題
だが、無解答率には
大きな差がある

正答率

無解答率



中１：大問３（数と式）

事柄・事実の説明

正答率
20.5

正答率
27.9

正答率
26.9

無解答率
13.4

無解答率
12.1

説明の見本

〇多様な考え方を共有し、説明
し合う場面設定が必要

中１：大問４（図形）

理由の説明

正答率
42.4

無解答率
5.0

説明の問題だが、人の説明を参考
にできる問題（なぞり）

〇表現の例やキーワードを示す等の
工夫をし、自分の考えを表現するこ
とに慣れることが必要

書き方の参考例があったため、無解
答率は低くなっているのではないか



中１：大問５（関数）

方法・手順の説明

正答率
35.3

無解答率
18.7

正答率
44.8〇複数の資料を関連付け

て考える場面設定が必要

〇問題解決の方法を数学的に説明
する場面設定が必要

〇表・式・グラフ等を使った様々な求め
方を比較・検討することで、よりよい
数学的な表現を用いた説明の仕方
に気付ける場面設定が必要



分析（２年：設問別正答率）

数と式

データの活用
関数
図形

教科書や問題集で解い
たことがあるような問題

分析（２年：知識・技能に対する正答率）

覚えていれば解ける問題 正答率が高い傾向がある

概念的な理解が必要な問題 必ずしも正答率が高いとは
いえない

覚えていれば解ける問題 課題がある問題と判断できる



中２：概念的な理解が必要な問題の一部（推移）

正答率
18.1

無解答率
16.4

正答率
49.5

正答率
47.6

正答率
43.2

R2年度ステップ

正答率
46.0

R3年度全国

正答率
48.9

H28年度全国A

正答率
17.4

R4年度ステップ

正答率
83.2

R4年度全国
(グラフ有)

正答率
36.0

H30年度全国A
(グラフ無)

〇既習事項と関連付けるための発問
〇なぜそうなるのか根拠を基に説明する場面

R5年度ステップ

R5年度ステップ
(グラフ無)

R5年度ステップ

分析（２年：思考・判断・表現に対する正答率・無解答率）

〇正答率が高い
とはいえない

〇無解答率が
高い傾向にある

思考力が
問われる問題

正答率

無解答率



中２：大問３（図形）

事柄・事実の説明

正答率
30.3

正答率
25.2

無解答率
24.2

正答率
13.8

無解答率
33.3

〇公式を教え込むのではなく、なぜ公式
が生み出されるのか、図から成り立つ
関係を見いだす場面設定が必要

〇解決した後に、他に成り立ちそうなこと
はないかと問う場面設定が必要

中２：大問２（数と式）

理由の説明

正答率
32.6

無解答率
15.3

正答率
50.8

無解答率
19.8

〇様々な考え方を共有する場面設定
が必要

〇自らの考えを表現する場面をたくさん
設定し、表現することに慣れることが必要



中２：大問４（関数）

方法・手順の説明

正答率
27.1

無解答率
29.5

正答率
40.6

無解答率
22.4

正答率
27.9

無解答率
30.6

R4年度ステップ

R3年度全国

〇問題解決の方法を数学的に説明
する場面を設定

〇表・式・グラフ等を使った様々な求め
方を比較・検討することで、よりよい
数学的な表現を用いた説明になる
ような場面設定が必要

R5年度ステップ

中２：大問５（データの活用）

理由の説明

正答率
29.8

無解答率
28.0

〇データを分析する場面を設定する必要

正答率
33.1

無解答率
17.7

正答率
17.2

無解答率
33.0

R3年度ステップ

H29年度全国B

〇判断した理由を、根拠と結論を明確にして
説明し合う活動を設定する必要

R5年度ステップ

正答率
10.0

無解答率
35.0 R3年度全国



説明する問題 ３パターン(全国学力･学習状況調査解説資料より)

全国学力学習状況調査解説書や報告書の正答例を参考にして、
表現の例をキーワード等で示すような工夫も必要である

「〇〇ならば、◇◇になる。」のような形で、「前提（〇〇）」と、そ
れによって説明される「結論（◇◇）」の両方を記述することを解答
として求めた。

事柄・事実の説明

「用いるもの」（表、式、グラフ）を明確にした上で、その「用い方」
（交点の座標を読み取るなど）を記述することを解答として求めた。

方法・手順の説明

「〇〇であるから、△△である。」のような形で、「根拠（〇〇）」と、
「成り立つ事柄（△△）」の両方を記述することを解答として求めた。

理由の説明

結果分析より
□知識・技能の観点の中で、覚えていれば解ける問題に

対しては、正答率は高い傾向にある。
□知識・技能の観点の中で、概念的な理解が必要な問題に

対しては、正答率が高いとはいえない。

□思考・判断・表現の観点の中で、説明の問題(３パターン)
に対する正答率が高いとはいえず、無解答率は高い傾向に
ある。

計算のトレーニングも必要だが、どの知識を活用して
いるのか、どうやって考えているのか等を発問で引き出
していく必要がある。

説明の仕方を指導し、考え方を表現させる場面の設
定や考え方を共有し、比較・検討する場面を設定する
必要がある。



□ステップアップテスト・全国学力調査，そして普段の
授業で，何ができて，何ができていないのかをつかむ

生徒の学習状況やつまずきによって，授業の進め方や
説明の仕方などが違ってくるはず 【指導に生かす】

→ 適切な支援 ＆ 授業改善につなげる
→ その後の検証を確実に行い，PDCAサイクルを回す

□調査問題等を用いた授業（展開や発問等）
□調査問題や正答の条件等を参考に定期テストの改善

各校で実践していただきたいこと①

自校の生徒の実態把握

ステップアップテスト＆全国学力調査の解説書・報告書・授業
アイデア例＆学習ガイドの活用

各校で実践していただきたいこと②

生徒の授業に臨む意識は？

考えることより覚えることに重点を置いていないか？

意味を理解せずに解き方を覚える

意味を理解していないから学
んだことを活用できない

新しい課題の解決方法を
見いだすことができない

既習事項の活用や概念的な理解ができない

教師が解き方をわかりやすく教える授業では…

悪循環

生徒が気付き、考え、表現する授業づくり



見通し

振り返り
問題解決

生徒が気付き、考え、
表現する授業

生徒自らがめあてを作成したり、主体的に学習に取り
組みたいと思える導入の工夫をする。

自ら問題を見いだしたり、問題の結果を
予想したりする活動を通して、問題解
決のために既習の何を用いればよいか、
解決の構想を立てる場面を設定する。

自力解決から交流を
協働的な学びを設定する。

過去の学習で有効であった解決方法を生徒
自身で検索し、新規の学習に生かせるよう
な発問を考える。

「何が分かったのか」などの学習の結果、
「どんな考え方が役立ったのか」など学習
の過程を振り返る場面を設定する。

生徒が気付き、考え、表現する授業を実現するために

国語力向上タスクフォースの提言より

ICTを利活用することで、言語活動の時間を確保する
ことができ、さらに充実した活動ができる。



交流(その話し合いで資質・能力を育成できますか？)
□目的を明確にした話し合いの場を設定しよう

□「インプット→再思考・再構成→アウトプット」の過程を意識しよう

□生徒の言葉をつなぐことに徹しよう

何の目的で話し合いますか？
その話し合いでどんな数学的な見方・考え方を育みますか？

この過程を経ることにより、思考が深化します

都合よく生徒の発言を解釈して、言葉を付け加えたり、説明
したりしていませんか？
→生徒「どうせ先生が説明してくれるから……」

□交流のあとには、個人に返そう
他者の考えとの比較を通して、自分の考えを振り返らせましょう

各校で実践していただきたいこと③

言語活動が充実した授業づくり

言語活動についての質問（R5年度生徒質問紙より）



発問・問い返しのポイント
◎発問や問い返しをつなぎ、問題を焦点化しながら、

生徒自身が問題解決に向かうように導こう。
→発問・問い返しによって、生徒の頭に「？」「！」を生み出す。
・既習の知識・技能を確認する
→「今までに学習したことを使えませんか？」 等

・思考する範囲を広げる
→「○○の場合も成り立ちますか？」 等

・問題を焦点化する
→「今までの学習とどこが違いますか？」
→「何が分かればいいのですか？」 等

・めあてにつなげる
→「何について考えたい・調べたいですか？」 等

・解決の根拠を問う
→「どうしてそう考えたのですか？」 等

・ゆさぶりをかける
→「本当に正しいですか？」 等

教師がわかりやす
く説明するのでは
なく、生徒の発言
をつなぎあわせて
解決の方法の説
明や新たに問題
を見いだす場面に
なるように発問・
問い返しを準備
する。

すべての教育活動を通して
すべての教師で
授業改善と学力向上に
取り組んでいきましょう！

おわりに…

本日の研修内容につきましては、
教科をこえて各校で資料の共有や伝達を
お願いいたします。


